
仮名加工情報の共同利用 

 

 株式会社朝日新聞社（以下「当社」）は、仮名加工情報に加工した個人情報をグループ企業などと共同利用す

る場合があります。仮名加工情報とは、氏名などの項目を削除したり、規則性のない符号に置き換えたりし

て、他の情報と照合しない限り、特定の個人を識別できないようにした情報です。仮名加工情報は、共同利用

者の範囲内に限って利用します。データは法令に基づき適切に作成・管理し、利用が不要になり次第、速やか

に消去するなど安全管理を徹底します。具体的な利用事例は以下の通りです。 

 

１．グループ企業との顧客データの共同利用 

共同利用される仮名加工情報

である個人情報の項目 

他の情報と照合しない限り個人が特定できないように加工したメールア

ドレス、性別、職業、生年月日、サービス利用履歴など 

共同利用される仮名加工情報

である個人情報の利用目的 

各サービスの利用状況の把握や新商品の開発、サービス改善などのため

に個人を特定せずに行う相互の顧客分析（各共同利用者が当社と共同利

用を開始する前に取得した個人情報が含まれる場合に限る） 

共同利用者の範囲 株式会社朝日新聞社 

株式会社朝日新聞出版 

株式会社 AHS 

株式会社朝日新聞メディアプロダクション 

株式会社 ASC 

株式会社朝日サービス 

株式会社朝日学生新聞社 

株式会社朝日カルチャーセンター 

株式会社スペースアイランド 

朝日建物管理株式会社 

朝日新聞販売所（ASA）※店名と連絡先は「お近くの ASA 検索」から

ご確認いただけます。 

管理責任者 株式会社朝日新聞社（所在地及び代表者名は、「会社情報」をご覧くだ

さい） 

 

 


